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崎製

本研究のねらいは，森林組合をとりまく地域条件の悲興が森林組合経常の展開にどのような変

化をもたらすかを明らかにすることにあるが，そのなかでもとくに後発人工林j也域における森林

組合綬?討を対象とした。

まず始めに，兵隊県森林組合の全倒的な位置づけを述べ，ついでよミ時限内で活動している;Itf日
間部および…宮IUTの2森林総合の経営展開を事例として換討した。

北イ1=1.間部議林総合の経営展開は，大きく IIJ切に分けられる。各JVJの事業の推移および作業班の

組織化の過程を検討し両者が密接に対応していることをI~Jかにした。その結果，今後の課題と

して地域で求められてくる11昇段事業の推進のために，それに対応できる林業労働力の組織化およ

び組合員との関係強化と間伐材の指嬰閥抗iが必要であることそ指摘した。

町一宮町森林組合の経営は，森林造成事業をqJ心とした事業践|洞がみられるが，その内容は新

制11・下刈作業にかわって間段・枝打作業に移行している。また，林i盗事業では，安定的に索材生

践を実施するとともに，国有林の請負事業に組り総むことによって，事業そ拡大している。

作業の担い手である林業労働力は，現業職員制度を導入して確報lこつとめていることがl明らかに

なった。ここでは今後とも作業践の事業化を強化することが必要であろう O

I はじめに

現在記長林組合は，全捌に1，790総合が存在しており， さまざまな事業銀関をみせている。

森林組合の中心的な事業は， m材生践を目的とした林業生産が対象となる。用料生設は生成!UJ

i間が長期におよび森林の成長にともなって時期ごとに求められる作業内容は逃ーう。地域内での齢

級構成が各住践ごとに均等に有在し保続生躍がおこなわれるならば， if聞の作業内容は毎年ほほ

|司じ世になってくる。 しかし， 現実lこは齢級構成の偏りがみられ， とくに 1960年j;)J礁において

:'titìiliに拡大造林を実胞した地域(以下，後発人工林地帯とf1'f..5~)では齢級構成の鮒りが若し L 、。

そのために一定地域のなかで，時期ごとに求められる事業内省は変化していかざるそえないこと
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になる。また，森林組合は組員IJとして活動地域がその管問地域に限定されている。そのため，地

域の森林資源の状態によって税制され，そこで求められる作業内等は限定される。たとえば

1960年以降人工林化が進んだ地域では，いままで事業の主流を占めてきた拡大造林にともなう

森林造成事業が近年減少し，それにかわる各締の事業の創出が必要となってきている。

このように森林組合が地域の森林資源の状態に規定・されるが，森林資抑の状態が同じで

あっても森林組合の経営展開は個々に異なってくる。それは，第一に，森林組合をとりまく地域

の社会的・経済的条件，第二に，森林組合を構成する林家の経営動向・所得形成の状況や森林組

合と競合する事業体の存夜，第三に，森林組合内部の運営方法や組織活動，等の違いによると考

えられる。

さで， 現段階の森林組合経営を見てみると， 1960年以降に人工林化が急速に進展した人工林

地時の森i林組合では，森林組合経営の中心が拡大造林による森林造成事業におかれていた。しか

し 拡大造林の念、械によっていままでと降じような展開が倒難になってきているO 森林造成事業

をt:jJ心とした森林組合経営の展開方向の模殺がさまざまな形で行われている。…方，森林組合を

構成している品開IJ林家の中にも変化がみられる。自家労力による作業実施が困難をきたし，森林

組合への作業委託あるいは林地の放棄という方向に進んでいる。

このような中で，今後の森林組合の展開にいかなる万向性があるのか。方向性を述成するには

森林組合はどのような取り組みをすることが求められているのかを明らかにしていく必要があろ

う。本研究では， この課題へのとりかかりとして，兵隊県内で活発に活動しているニつの森林組

合を事19IJとして取り上げ，それぞれの森林組合が現在までどのように経;営民間をしてきたか。そ

して経常属関の上でさきに示した第ーから第三までの嬰闘がどのように関わってきたかを明らか

にしfこL、。

2 兵庫!黒森林総合経営の概袈

兵時県内には， r昭和 60'年度現::tf. 57の森林組合が活動している。まずはじめに全国の森林組

合の中でー兵時県の森林組合はどのような故置にあるかを明織にしておこう。

議林組合は!よ域合併を推進しており一組合当たりの組織規模は大きくなってきた。 2つ以上の

市町村にまたがる広域の森林組合は， 全i識で 280組合で全体の 15.9%を占めている。 また，

紺合~たりの組合員森林Ifr有朋脳は 6，632 haである。 これに対し兵庫県内の広域合併組合は 3組

合で割合は 5.3%と少なL、。…方で一組合当たりの総合員森林所有面積は 7，353haと全国平均よ

り高い舶を示しているO

つぎに森林総合の卒業規模を年間の売上高にあたる総I1文総額でみると，全国の一組合当たりの

総I1史認制は 15，244万円であるのに対して兵庫県は一組合さ当たり 12，442万PJと低水燃に位躍して

いる。

このように管轄する森林回都は全|羽より大きいにも関わらず組合事業の閥横は低いというアン

バランスが兵駐在践の森林組合には存在している。

よミド択肢は，大都WI対三ら過疎地域まで，瀬戸内から臼本海沿jギまでの地域を含んでおり，森林利

用の仕方が地域によって異なる。 綴林を木材生産の場として利用しているかどうか，また，木材

生践のj坊として利用するにしてもその木村生産の段階，すなわち，人工林化の程度と

よび築材'/trJj'~の状況が地域によって異なっている。このような迎いによって兵部県を大きく 3 つ

のブロックにわけることができる(関 1)0 南部ブロック l丸木材生践を日以jとした森林利用が

あまり行なわれていなLサl!lJr!kであり， ~誌の森本木税術事業の対象になっていない地域である。 中部
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ブロックは人工林化が県内のな

かでは進んでいる地域であり，

北部ブロックは，人工林イヒが進

んでいるものの保管段階の森林

が多く残されている。

5主体的に数{践を示す。人工林

本でみると，南部が 16.1%，中

f部が 58.2%，~ヒÎíií が 46.7% と

大きく児島なり，人工林耐績は南

部が 22，134ha， cl，gilが 109，896

ha， ;lt diiが77，296haである。

南部ブロックには人工林が少な

し用材生産を目的にした林業

'f:.i夜を行なっている地i或は，中

部およびjヒ部ブロックと考えら

れる。また，人工林の齢級配置

をみると，全括的な{頃向として

19.6%， VI齢級耐

械が 17.7%と集中している。

ブロック日IJの差は顕著にはみら

れないが. j:~1部ブロックは伐

11日jをむかえる刻齢級以上の森林

が多 ~\o

つぎに，森林組合の事業内容

を部門)]IJの収益割合で見てみよ

う。森林組合の七部門のうち

もっとも総収誌に対して構成比

が高いのは，全倒的にみると利

用部門であり，構成比は 49%

持許匂

関1 兵JiII!疑内のブロックi玄分

tl: :斜線部分は森林総合が設立されていない地域

である。つぎに構成比の治仏、吉!iF'jt料販売部門で 34%である。 これに対して兵庫l誌の備は利用部

門のh完成比は 65%. 販売部門の構成比が 19%であり，全国と比較するとより利別部門に傾斜し

た事業構造になっている。このように利j持部Fうに傾斜した事業構造は北i接地域のように概して人

工林化が遅れた地域の森林総合にみられる傾向である。

販売部門の取り組みについて森林組合の動向について見ょう O 販売事業に取り組んでいる森林

組合数[ふ全調で 1，032組合，比率は 59%であるのにおIし，兵隊採は 23組合，比率は 40%で

あり総h守当たりの取扱い肢は， 全協が1，649rri'， 兵路!誤が 109rri'である。 どちらの指探を

とっても兵時限の森林総合の販売事業の取り組みは弱L、。また，林業率i殺の取扱い組合数は，全

I.J<]が 957組合で比率が 55%に対し兵庫肢は 19組合 33%であり，一組合さ当たりの取扱いi設は全

l1ilが2.888rri'， 兵庫県が1.822m3
というように販売卒業と問機によ五時県の取り組みが弱L、。 この

ことは，加工事業についてもいえることであり，よ五時県内の森林組合は，販売部門の各事業の取

り車Itみが低水準であるといえる。

利JIJ部門の事業取り高nみ状況をみると，新梢事業を実施した森林組合は金問が1.739車11
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合で比;l1が82%であるのに対して， 兵庫県は 37組合で比率が 65%である。 また保育事業は全

は1.553総合， 比率が 88% となっているのに対して，~路線は 39 組合 68% となっている。

このように新総，保育師事業ともよ芝陣誌の森林組合の取り組みは全国を下限!っている。しかし，

たりの取扱い而踏をみると， 新植では全|主iが43ha， 保育が 523haであるのに対して兵

隊県は新植が 44ha，保育が 603haであり，ほぽ全国水誌なにあるといえる。

以上，全閣と比較しながら兵路践の森林組合の事業取り組みの状況についてみてきた。ここで

再度，よミ!市県の森林組合の特徴を述べていくと，第一に組織規模が大きいのにも関わらず事業椴

棋は小さ L、。第二に販売部門の取り組みが弱く，手lJ1羽部門の構成比が高いという傾向がある。

3 森林組合経営の展開に関する事例分析

3-1 ~ヒ{日間部森林組合

3-1-1 地域の概要

北{立西部森林組合の管内は設住IIIT，付開IHT，美万IHT，浜坂町，説泉町である。内|捜部のやJW;JIIlJ，
炎プJIIIT，祖泉IHJと海!学部の香住1l1r，浜坂UlTとは社会・経済的条件が興なるO 内|捜部の!llTは践林業

の比設がいのに対して，潟岸部のIllTは漁業の占める比重・が高いο 交通条件は，託手陣i恨の 211日は

JR山絵本線と間選 178号線が通過し， I勾!接部の村間l町， 協泉IIlTには悶滋9号線が!llT内を通って

いる。それぞれ南偲地区とはで 1!l寺間， :fl担問)jIffiとはさらに 2時間総j文の時間を袈-する O また，

冬場は般が多く，平野部で 50-100 cm， LU間部で 200cm以上を記録する場合がある。そのた

め春先の限努による造林水の倒伏や省任による根酬がりが発生するO

一方，以前より冬場の就業の機会が少ない本地域では，潤づくりの出稼ぎがさかんである。出

稼ぎ者の人数は減ったとはいえ昭和 61年現有， 1，488人が酒っくりの出稼ぎをしており，就業人

口の約 6%にあたる。なかでも内!捜部の村l持IllT，美方IllT，語i泉UlTは 10%与を越える人々が就業し

ている。

i[/[F'になって観光， レクリエーシ呂ン施設が作られてきている。海j宇部の番住lHJ¥浜淑11可ば夏

場の海水浴が113心であるのに対し，?Iul泉IlIJは湯村bhi泉，村岡1111・および英方IIIT，まスキー場をLj:11心に

!期間!掛からの観光客を呼び寄せている。

次に，森林資源と林業生践をみてみよう O

;lti日間部森林組合管内の民有林fÍlÎÍ~l は 48 ，290 haである O 所有形態別にみると蝦行共有地が

9，771 haと20%を占めているO また，公社・公開が管躍する森1"J¥部磁は， 9，266 haで 19%とを占め

ている。人工林北の進展状況をみると， 村悶IlITが52.1%， 美方OlJが46.0%と高い人工林本を示

している。それに対して海岸にi揺する設住OlTは33.4%， 浜坂町は 39.1%と低水準にある。森林

の資源状況を人工林の齢級配誼でみると， 1lI -VI齢級までの人工林は 14，959haで人工.林の 69%

をしめ， f1n伐対象の林分が多L、。また 齢級の人工林部総は 1，066 ha， II 1拍級のffii結は 1，929

haであり，近年の人工jS林の洛込みを示してい

jヒ但i括部森林組合はi昭和 46+rに村岡町， 美方1lIJ， 侃京11り¥ i点以¥;(1Il1'， 香住町の 51<<Tの森林組合

が合{)j:し，以後，拡大造林が浜jJjlIlJ，香住IIITでも感んに行なわれるようになった。齢般配品:から

みると香柱11fTおよび浜坂町では1lI船級の11'言騒がそれぞれ 665ha， 680 haなのに対し JV齢級の

li!詩~Iがそれぞれ 536 ha， 505 ha (こ比較して大きい。このことは，広域合併以降のfffiJllげの拡大造林

のilll援を物語っている。

つぎに北担j岳部森林組合併Ij~の造林実紺をみると， II{日[j51年度には 888haの造林が，昭和]55 

年度には 369ha， 昭和 61作成には 158haというように大きく減少している。 なかでも矧人によ
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る造林間舗の減少は謀だしく，昭和 61年度には，昭和 51年J立のほぼ十分のーとなっているO こ

のような傭人造林の後退によって，全体的に造林が縮小しているなかで相対的に公間，公社造林

が比重を高めている。公団・公社造林がしめる割合をみると， 昭和 50年度以前が 30.4%，昭和

51年度が 45.8%，昭和 61.年度は 66.4%というように割合が高まってきており，今後もこの傾向

が続く見込みでめる。

素材生政号をみると，素材主主I窓f設は変動が激しく，昭和 55・56年度と 3万rri'合の生践を

していたのが， 昭和 57・58年度は 1万5千rri'台に縮小した。 しかし， 59年以降生競盤をのば

してきており， 昭和 61年!良2は4万 3千rri'の生産が行なわれた。 このような急、速な拡大の袈閣の

ーっとしてチップ府の広葉樹材生産の憎加がある。

このように，北但西部綴林組合管内の用材林の充実は，公社・公開;!設林を駆動力にしながら進

展してきたが，次第に拡大造林から保腎活動や間伐中心の保育活動に移りつつある。また，地域

的な人工林化の進展の迷いから，拡大造林地域は，内陸部の村i湖町，温泉町，美方町から海岸部

の番住IlIJ，渋坂町へと移行している。

3-1 2 北偲間部森林組合の事業腿関

(1)事業展開による底分

森林組合の事業の進j長状抑を総i反論語jの伸長度でみてみよう。合併してから昭和 50年度まで

は，前年比で 130%以上の伸長を示している。このH制的は，卒業拡大とも言える時期である。し

かし，昭和 51年度に年総J!文疏が 10鍛円に連したのちは急伸長は終わり，昭和 521f::から昭和 57

年までは，数%の伸長にとどまる。安定期あるいは停滞期とも言える時期に入る。そして，昭和

58年以降は， 逆に総収益額が部年抵下していく時期であり縮小期と設える。 このように北{民間

部森林組合は，合併後，事業の拡大，その後の停滞，そして近年になって総IJ¥鱗向をたどって現

在にいたっている。これ令部門JJIJ，なかで、も販売部門，手IJJfj部I'ljに着目してみると，拡大j現には

販売部門，利用部門ともに事業を拡大し，森林組合経営は活発化する。しかし，部滞期にはいる

とi按売部門はIlB和 51年に赤字を計上し，それまでの拡大傾向にストップ。がかかり販売部門は縮

小する。一方，利用部門は滞期にも拡大し，事業規模が維持される。さらに，縮小j切に入ると

いままで全体を支えてきた手IJ服部門も縮小し総収益制を引き下げている(表 1)。

次に部門JJIJの1批判読額を総利益で割った組手IJ議構成比をみると，利用部門の構成比は，昭和

47 :ifは59%，50年が 74%，55年が 77%，60 i手が 84%と，次第に構成比をi留めているO 縮小

期に入って森林造成事業の頭打ちがはっきりしてからも，利用部門が森林組合経常の中心となっ

て推移している。

次に， ;jヒ位服部森林組合の組手IJ捺準の年度日IJの変化をみると，昭和 57年まで 13%程j変であっ

たものが， 58 :íl~が 16.3% ， 59年が 16.7%，60年が 16.1%， 61 年が 15.7%というように， I昭和

58年以持， 2 3%諮!支粗利読本が上昇している。事業管理認の上昇の'IJで， 事業最の減少に

対して，線利益率を高めることでその分をカパーしていることがわかる。また事これを部門日IJに

みると，利用部門相手IJ疏率は，昭和 61年は 21.5%と高く，全体の粗利益本上昇lこ寄与している。

また，販売部門は， 2.2%からは.2%と粗利益事に波があるという特徴をもっている(表 2)。

このように 2つの点から北担西部森林組合は，森林造成事業が中心になって展開しているとい

えよう。すなわち，森林i窓口記事業は，森林組合の総j民掠額に占めるiMIJ合のibjさということから，

そして，手lJ)fJ部門の事業によって安定的に手IJ議率を確保しているという点からである。

C 2 )第一期 公的地林による拡大造林の股聞と作業班の組織化

第一JUJ.I昭和 50 までは，事業拡大](:)]と名づけられる時期である。
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表 1 ~ヒ{笠間部森林組合の収主主将Yl巡
単位:万円，%

ヰ33長収主主額 部門別~'j:~誌i奴議額 部門別総手IJ主主構成比
1:j::皮 総計 !説先 利用 指導販売腕践利用余儀t.その他総計 繍 IJぷ幼

収主主額約年比 収益額前年比 Jt日読者員約年比 % % % % % % % 

昭和初年 18，948 2.328 11，101 2.2 6.0 39.8 48.3 3.7 0.0 100.0 2，154 
47 33，643 177.5 6，921 27自.320，042 180.5 12.4 26.6 58.7 2.4 0.0 100.0 4，593 
48 49，363 146.7 12，890 186.2 25，816 128.8 0.2 18.0 20.8 59.6 1.9 100.0 6，590 
49 72，910 147.7 23，461 182.0 37，405 144.9 7.8 16.2 75.4 1.3 100.0 9，757 
50 97，241 133.4 36，121 154.0 45，924 122.8 - 28.3 74.0 1.3 0.0 100.0 9.930 

札 幌 官官占..由 、晶晶，砂2・ド耐与令色喧思圃....母 副 ・ー...嶋唱陶肉争司9・‘ド...........・K帆....盲』也、“.......句.....ー伺 .......... ・._...嶋肯尋唱.....，・・b 楠 砂...，‘臥骨唱時4凶砂 鳴俳酔'ー ....骨...伺開』悟・‘・‘
51 100，775 103.6 24，377 67.5 57，321 124.8 6.7 24.1 68.7 1.1 0.0 100沿 12，462 
52 100.735 100.0 24，067 98.7 56，287 98.2 6.4 13.0 80.5 1.3 0.0 100.0 12，563 
53 109，174 108.4 19，431 80.7 67，162 11百.3 6.2 9.3 86.4 1.1 100.0 12，551 
54 107，108 98.1 18.128 93.3 68，490 102.0 9.4 17.0 75.3 1.0 100.0 12，340 
55 106，813 99.7 19，537 107.8 68，564 100.1 7.9 16.0 76.8 1.5 0.0 100.0 14，136 
56 109，104 102.1 16，452 84.2 73，691 107.5 3.4 5.6 92.7 1.4 0.0 100.0 14，757 
57 111，856 102.5 20，393 124.0 73，427 99.6 2.7 9.7 88.9 0.7 0.0 100.0 16，065 

守申・ι・..・ ・恒.....晶4陶4胸、..•. 捗唱向、内酔捗 ト砂串....拳骨..-- ル占同....幌 、...・......噴砂 岨'・a且...凶 、"-'恒 4凶弾 丸井胃・......・也..園 町骨....単品ー....町 田唱 臥開伺...“.....嶋骨...・ ・輪、内‘..・Rι

58 自8，884 88.4 14，425 70.7 67，504 91.9 10.1 10.2 79.9 1.1 0.0 100.0 16，107 
59 92，130 93.2 10，596 73.5 65，443 96.9 9.7 12.1 78.7 1.1 0.0 100.0 15，418 
60 88，199 95.7 13，466 127.1 61，408 93.8 7.4 10.3 83.6 0.8 100.0 14，227 
61 81.267 92.1 18，052 134.1 5む，610 82.4 6.9 8.3 85.1 1.0 0.0 100.0 12，781 
62 87，793 108.0 13，781 76.3 51，982 102.7 9.3 6.1 85.8 1‘I 100.0 14，015 

資料:綴林組合事業報告議
校:前年比l丸前年後100とした縦

さきに述べたように，
淡 2 部門別総手IJ主主準

この!時期はほぼすべての 場佼:%

卒業が大きく進展する。 年度 指導 i波ft・ J¥'11提 事IJJfl 金融 その他 総計
滋林組合の合併によって i昭和46年 31.6 5.5 20.2 9.4 10.7 0.0 11.4 
{本fttlJがli官立したことから， 47 8.2 22.9 13.4 10.4 13.7 

村岡町をけi心にしていた 48 3.5 9.2 21.1 15.2 8.0 ]3.4 
49 3.2 16.4 }9.7 7.6 13.4 

公開，公社造林は，浜桜 50 22.2 16.0 7‘7 0.0 10.2 
1llT，番itl町役中心に拡大 51 3.4 ]9.1 14.9 6.7 0.0 12.4 

された。その成果が現時
52 3.3 9.6 18.0 6.9 0.0 12.5 
53 4.0 6.0 16.1 8.0 11.5 

点の経営形態別造林実総 54 6.4 12.4 13.6 7.1 11.5 

および人工林の齢級記鐙 55 5.7 14.5 15.8 11.4 0.0 13.2 
56 3.1 5.2 18.6 11.0 0.0 13.5 

である。 森林組合はi吉林 57 2.2 9.6 19.5 7.1 14.4 
のなかで比滋をi認めてき 58 11.3 10.8 19.1 11.7 16.3 

た公i町議林事業のi可I~ーの
59 14.2 12.9 18.5 11.3 16.7 
60 7目8 12.5 19.4 7.9 16.1 

として故践づけら 61 4.9 11.8 21.5 9.1 0.0 15.7 

れていた。このように森 資料:各年度森休組合~1j:梁報告滋~lこより作成
林組合の公的造林の導入 注・粗利益率口手IJ主主/収議XI00

によって拡大造林が進!昆

するのと平行して，団地磁業計酬の作成などを過して，部落有林を中心にlヨカ造林が能担fi的にお

こなわれた。森林組合は，昭和 51年まで・綜年 600haを越える新秘事業を実行した 3 )。森林

組合がその事業実行に大きな役割をはたし，地域の森林法成に大きく貿献した。ープ)，
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表 3 ;Itif!.i}!3詰nl森林総合の事業推移

単位:ha， tri'， kg 

新総司J~ j次東説法)')JI][泌総 {浜1等守~~ 林立if!M長(ni') 加工務淡kg

'f!交 i1百絞 うち うち i泌 総 う ち うち 一般}刊材パルプ1';fその(自 乾シイタケ !t.シイタケ

総数 倒人jfþ 公的主主事~ 総数下刈泌総公的保対 総!乱数f設 数:1設 数f設 数Z設 数f設

11百平均l将年 747 51 604 864 777 768 1，215 877 338 
47 643 81 539 3，407 3，023 3，239 4，628 3，211 1，375 42 
48 632 133 472 4，026 3，621 3，732 5，581 4，774 713 95 
49 641 114 499 4，080 3，507 3，828 7，725 5，952 1，197 577 29 1，251 
50 650 204 416 4，137 3，453 3，731 12，355 8，437 3，678 240 400 1，535 

捗鳴似合.....ド...."明 "・v 曲。恥司令 a 晶町，"ー...咽作品...ψ・

51 63自 210 397 5，170 3，872 4，191 5，829 4.426 1，253 J50 1，218 3，897 
52 463 122 309 4，606 3，599 4，021 6，409 5，306 1，103 1，511 3，624 
53 419 106 292 5，003 3，757 4，442 6，369 5，377 706 286 2，132 3，784 
54 390 126 245 4，954 4，125 3，661 1，761 4，234 328 199 2，316 1，86号
55 308 56 241 5，105 3，996 4，0:31 5，098 1，245 617 235 3，482 2，4M 
56 337 品2 218 4，971 3，225 3，813 5，225 4，379 689 157 4，803 3，231 
57 321 77 209 4，674 3，202 3，698 6，767 5，398 929 439 3，400 1，847 

・剛、 唱ド .. 恒 亭......--目唱守..圃...0“ ‘ ......担 当・‘ a也ぜ』句 e・ι.

58 239 63 154 U65 2，8H 3，372 久624 3，696 600 329 3，128 7百7

59 232 39 181 4，543 2，198 3，643 3事733 2，728 630 375 2，793 1，304 
60 189 36 145 4，345 2，148 3，641 5，482 4，256 575 651 4，023 2，057 
61 143 28 112 3，646 1，905 2，2告5 6，628 5，Hl1 554 163 3，218 6，176 
62 143 20 12:3 3，329 1，953 2，809 3，899 2，481 923 495 4，037 4，203 

資料:森林組合引淡報告有害

後:公o'1i袋線・公的{栄符とは，公金t.公問， Illr行滋林・係苦手をあわせたもの

は， îミ取り林卒業をゆ心に事業を拡大した1I~i4明である。 Ha平[J 471fに4，600ばであった取扱鼠:

が，昭和初年には 12，300ばまで拡大した。

合併後，このJVjは滋林総合事業の全般的なt広大のなかにあったが， この中心になっていたのは

公的造林の森林造成卒業である。

ここでは公的地林が，一挙に拡大できた理i却を考えてみよう O 公的造林を拡大するには，第一

に事業地の設定がスムーズに進むこと，第二には，森林組合が作業域組織を形成し，作業実行の

;ほし、手を育成することが必裂である。

第一の事業地の設定という市iをみると，管内の森林所有形態は，個人有地の比梁が{まく，公有

地，慣行共有地，生森林組合布地が，民有林の多くの部分を I~める。兵庫県の公社造林は対象

地そ共有林に限定していることや，公的林地は， ~長i沼 (1守にまとまって存荘していることから，公

tl:・合間j若林契約の導入が容易にできる条f4:があっ

次に，第二の作業践の組織化という問題について考えてみよう。 森林造成事業を事裁の中心に

かかげる森林組合にとって卒業の成否を最もな右するのが作業班の組織の問題であるO 北{flj沼gi)
森林組合のi昭和 61il:混在の作業班員は 556名である。 昭和 50年磁の1.300から1.500人という

脱棋と比較すると. "T~lm 30日以上従事する作業班員は 640人から 343人へ約半分に. 2913以下

の臨時的作業員は. 392人から 213人へと 4分の lに減少している。林業労働者の当日寺の所得状

況そ判断するものは現在存花しないが，現在，従事している作業現段の所持の状況によって労働

市似IJが作業班員になる契機を推祭することにする。

さて，一般的に作業班員は，林業労働に工卒業化するメンバーと兼業形態のメンバーとに分化す

る/nIJjで推移していた。しかし北f民間部森林組合の場合は，専業的に従事している 200FI以上

の作業班殺は. 556人中 15人にすぎず，作業従事延べ日数で 7%を犯っているにすぎな l'o と

くに，造林作業服はt昼間i笥就業宥が多L、。

このような特徴がでてくる11?設としては，冬場のi;北業うたが関部している。すなわち， この地域
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は冬場は営に閉ざされ，就労機会をうばわれるため，以前よりi耐え託業の出獄ぎをしてきた。近年

このような梢巡業への出稼ぎ者は減少してきているが， 40才以上の男性の労働機会とし

なf立置をしめている。近年になって，村l礼楽1jll!Jでのスキーj誌のi摘発，iJril.泉11りでは， hbi泉ブー

ムにのって湯村樋泉が活況を設することによる労鋤市場の拡大がみられる。しかし，これも，女

・婦人労働の拡大がcl:J心であり，森林組合の作業班の担い手となっている 40才以上の男子の

労働市場は，一部にスキ-~誌の懇員という就業うもがあるだけで，出稼ぎと農業生産への従事がI:IJ

心で他の践業への就業機会がめぐまれないまま現夜にいたっているO このような地域の労働市場

の条件が，作業班手掛引とに大きな影響を及ぼしている。表4は，造林作業班を冬場の就業先およ

び森林組合の緩用保i墳の有般によって分けて集計したものである。この集計結果や作業組員への

閉さ取り締議からいえる作業班の就業パターンとしては，最も多い就業パターンは，作業班十脱

獄出稼ぎの組合せであり，それに次ぐのは，農業(しいたけ生陸)十作業班，そして少数ながら，

スキー場十作業班というパターンである。造林作業班の場合，どのパターンにしても，林業労働

による鐙金受主たる所得源としているものは少なく，造林作業による収入は補完的である。

一方， このような条件下で造林事，業を実行する労働力の組織化は，築洛を麟f立にして進んでい

く。みずからも所有者である「部落有林jを公的分i凶器林として契約すると同時に，その作業を

地元集落でおこなうということをきっかけとして，集滞メンバーを構成員とする作業椛が組織化

ぢれたのであるO

議4 作業iヨ数別作業班員数一覧談
単位:人， Iヨ，千円

iな
初日米日曜 30から 501;] 米r，~ 50EI-1008米機 100-2日01:1以上 20011以k 首f

人数 E運べ 飽食 人数悠日数ベI飽efi食f 
総べ 主主余 人数 llfベ 116:金 j!べ飽食 llfべ従一人当り主主金一人当

日数 合員十 人数 日数合nt・ 日数 合計・ 人数 日数合計 人数務iヨ数従事日数合計り116:余

害拡主 34 1 425 3，016 11 1 414 3，在iO 16 1，∞1 7，615 31 356 え726 時112，19自 34 16，417 257 
事-)ftGJ 291 410 3，201 16 防7 5，241 初 2，840 24，11羽 20 1 2，336 21，泌5 IO! 6，213 切 53:157 517 
却j 51 品2 816 31 140 1，136 12 飽8 7，858 101 1，146 i札制 30 1 2，2η 761 20，170 672 

事泌}泣 121 119 917 51 甘1 1，703 21 1，537 13，420 51 (}世1 4，割19 431 2，471 

mロ86町w17 初nam日e馴お砂2m9 8 7 

487 
減収 15 1，219 11，752 41 436 4，375 191 1，655 849 
iit' 関 i郎6 7，950 11，140 103 7，486 骨1，755 421 4，紛843，575 2ω 14.812 4盟)

i器 … ふj向山山9'匂t戸7白
ス j高批判 314 2 127 883 21 275 2，563 201 1，924 6 &19 
キ

炎1i 自l 364 41 546 4，似) 5 007 871 

h持計‘ I1 43 314 3 188 1，幻7 詰 821 民563 201 1，924 11 1 1，7$ 114 10，ω8 913 

I磁努I主 2 53 346 36 2(う6 4 316 2，160 16 2，240 16，363 219 2，(閃 241 2，邸3 119 21，176 醍迎

申告凋 1 47 お2 4 初7 2，201 271 3.9偲 30，530 243 3，741 331 4，印5 137 36，紛4 1，1l6 
1Tl1;炎1i 81 1，担苅 8，176 81 1，308 1品t 8，176 1，022 
i事i長巴誕 2 187 1，807 61 1，ω7 11 ， ~j6 61 1，271 13，お0 14 2，555 183 26，お4 1，紛5

林 仮坂 12 102 48 418 2 148 1，114 171 2，担当日 2司537 4 総1 8，081 25 3，775 151 30，2号i 1，210 
検討 3 65 449 3 130 1，035 201 2，200 15，459 00 1 9，931 78，676 121 2，614 27，盟諸 104 15，収見 144 122，821 1，181 

そ子守i主21 232 1，461 2 161 1.074 23 3君3 171 2，ね4 110 
事前d52 492 3，002 4 158 1，192 。紛1 4，514 2 278 1，防6 671 1，532 231 10，424 156 

のおむ 13 幻 362 2 67 402 品4 問。 161 1，380 17 部5 21 2，724 l任)
桜i以 10I J(高 1，3現} 2 146 816 16 251 161 2，100 135 
総!E( 6 67 426 l 官官 553 35'百 2，214 10 525 531 3，193 31宮

{也 sI 106 94世 7，2611 61 2:お 1，5941 6 f 49由主ω21 131 1，12418，1081 21 278 1，056 133 3，世話 お 21，041 15品

57 川 4脚 12 仰 3制 221 1.478 酬 112制 19側 l 抑問I 111 え452 抑制128 362 
81 紛216，般31221 8751 7，1ω451 3，274127，1941 581 7，123158，8121 41 7251 6，722 210 12，出拍 61110民的宮 508 

rim  smuz  l ω 4，557 76 35，42-1 590 
2'24 1 2，200 1 51 191 1 1，70ヨ251 1，8701 16，()15 1 111 1，721116，1551 61 1，271113，336 73 5，277 721 4思，499 678 
791 5281 1 481 4181 181 1，400 113，4191 241 3，481 127，1251 41 8811 8，081 i>1 5，告55 110 49，571 918 

2，070 115，659 ，15 1，770 114，偽4113211札430184，4731 12711自，行41136，921 1 15 1 3，096 1 30，1斜 民泊 島1，HO 671 281，320 551 

22 2，072 事41 21，101 959 

その{自 241 1，関宮 00 1 8，300 告19

資料・若草林組合資料および聞き取りにより作成



158 

( 3 )第二期 森林造成事業の停滞と新焼事業への進出

第二期は，森林法成事業が停滞101からさらに縮小野jに入り，新組事業への勤きがでてくるIl相関

である。 期間はi昭和 51年以降現在までである。

まず始めに， この時期になると販売部門の縮小がみられるようになる。北担問部森林組合の場

合，昭和 5t年の林産事業は， 12.300 m'であったが， うち図取り林j主事業は， 9.600 m'であった。

当時は木材倒格の低下が進行していた時期であり，そのためこの関取り林践事業が赤字をうみだ

すことになった。これを引余にして林蹴事業の取扱擦は，昭和 50年をピークにして，一般用材，

パルフ。m材ともに減少する。…方， 森林造成事業をみると新楠事業は昭和 51年が639haで、あっ

たものが， 昭和 57年には 321haに減少する。 また， 保資事業は昭和 51年が5.170ha. 昭和 55

年が5.105ha， そして，昭和昨年が4.674haと事業盤を維持していた。しかし，昭和58年以持

は新植率業の減少にともない保育事業も縮小している。{呆脊事業が昭和 61年に 3.646haまで減

少し，それにともない森林級合事業全体が縮小する過程に入ってきた。

このようなことから，森林組合全体の総収益額は，最高時の 11能 1.860万円に対し，昭和 61

年は 8鍛 1.270万円と最高時比で 70%にまで落ち込んでいる。

作業班と森林組合との関係は新たな展開を訴している。造林作業班員は，昭和 51年の 1.322

人から昭和 57年の 971人と減少を続けるが， これは年間 30日以下の作業販見をゆ心とした減少

である。そのため，年間延べ従事日数は 5万釘人を維持しながら推移した。さらに，作業班長数

比昭和58年に 797人，昭和 61年に 556人とひきつづき減少している。とくに，近年の特徴と

しては 30日以上就業する作業班員の減少， とりわけ， 高齢化による人民の減少がめだつよう

になる。

このような人数的な変化とともに，作業の就業場所が変化している。先にものべたように管内

の人工林化は地域によって設がある。そのため，造林事業の中心は，海岸部の香住，浜坂へ移行

し，作業班の間住地と事業地との関係に変化がでてきた。合併後，公的諮林が急速に導入された

番役11可では，地元lこ舘着した作業班の組織化も進んでいる。一方では，当初内|捺部のIUTで就業し

ていた践は地元の仕事は少なくなったため番目::HIJ. 浜坂町の事業に従事することになり，このi時

点で作業班が地元からきりはなされていった。すなわち寄住，浜坂地域で‘集落単位で述林労働力

の組織化がi進行する…方で，内陸部の村岡IlJTなどの作業班員は従事地域を拡大するという 2つの

過稼が同時平行的におこなわれた。 しかし， この過程は事業掻の減少により変化し， 昭和62年

度には，高齢者の引退と作業班の再編成をおこない作業組員を盤捜した。この11時i日待J寺J-J点5試iで
形}成l浅えされてきた{作令梁班号を長j編1踊司獅白成文しなおし， 地元事業山以、外の作業にf従逆準しないf作乍業班E良芝号&を日官減dらす， さ

らに作業班のなかで下メIJ作業のみ従事する作業班を減らした。このような過程のなかで森林組合

は，地域性の強い作業班組織を碑縦し，森林組合の指示のもとに作業班の事業地の割当を行う体

制を臨立した。

以上，森林組合の合併からの事業の経緯とその慕盤である作業斑の変化について述べてきた。

北問視部森林組合のように公的造林をゆ心とした森林造成事業を中心に抑えて森林組合事撲を展

開してきたところでは，事業の成否は，森林造成告実際に実行する作業班員の臨保と作業班員を

森林組合の裁!設で自由に配簡で・きるように組織化することであると考えられる。

，林政事業につづいて，森林造成事業が第二期!になって事業設の減少がすすむなかで森林

組合としても事業確保の観点からさまざまな新規事業に取り組んでいる。

担任 -1こ， 昭和 52年より総合林の造成や組合分収造林を始めた。 しかし若林資金は公!恥から

の借入金によってまかなうため，継続的に実施するのは際難であった。

加工事業としてシイタケの政生政卒業が始められた。 日苦手1149Wから
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始められていたが，生産量が現在の規模になるのは昭和田年以隙である。 昭和 60年のほだ木有

効本数は 162，038本，生産額は乾シイタケが 17，649千Pl.生シイタケが 2，911千円である。 昭和

60年までは経常利誌をあげていたが昭和 61年には赤字を生じている。

昭和 63年4月よりチップの加工施設が稼働し始めた。森林資臓のところで述べたよ

うに，管内の人工林家は低く，天然の広葉樹が多く荷車している。この天然林資j訟を有効利用す

る問的でチップの生産を始めた。チップの出荷先は，王子製紙米子工場で 4月から 9月までで

2，500 tのチップを出荷した。 63年度後半期は， 米子工場の施設入れ替えのため生産騒が落ちる

が，米年度からは 5害IJ!脅しの生践割当を得ているο 原水は立木関取りが 80-90%. 素材質取り

が 10-20%である。素材生産は，森林組合の林産班が 10-20%を生産するほかに，いままで

地域でチップ用紫材生践を実施していた 4つの伐出組織を森林組合に系列化し，議負生践を実施

しているo また，鼠木荘滋は，工場のこt場に 2カ月分の貯水をしているほかに，立木段階で 2

年分確保している。森林資線的には. 5-6 は管内の立木で供給できる見込みということであ

る。さらに，米年からは，潤辺の森林組合からの賀入れを考えているO このように，パルフ。生続

事業は軌道に乗りつつあり，年期収益織が l億円から 2億円程度見込まれ，時iiの2つの事業の比

べて規模が大きく森林組合の事業を支える事業の…っと考えられる。

3-1-3 北担問部森林組合の経営器開の特徴

主佐藤事業後中心lこtJ;iiえてきた森林組合にとって何よりも，労働総織とを編成することができるこ

とが事業展開を可能としうる議盤であった。北恨閉部森林組合の場合，森林造成事業を担うヨIt業

形態の林業労{動力が存在しており，公社.公留閤]造

織され，それを基盤にして第一段階の践聞がみられた。そして，事業閣では地域が合併によって

拡大する中で，椴対的に人工林化がおくれている地域に事業を拡大しながら，…方では，作業組

織の組織再編をおこないながら作業班の活動範関を拡大してきた。このようにいままで慕盤とし

ていた公的造林の事業がある問に森林総合の新たな事業燦聞の方向とそれを実行する経営基離を

Jf~J或することが:sj(められている。

いままで;1と館協郎森林組合とても何等新たな方向を繍索せずにきたわけではない。前述したよ

うに様々な新続事業の取り組みがなされた。しかし，森林組合が地域の森林資源の充実のための

様々な事業民間を考えるべきであるという視点からすると. I怒伐にむけた事業の揃おこしとその

基盤っくりが求められているといえよう。この事業おこしが北但間部森林組合のかかえる第…の

課題である。

この場合，いままでの森林造成事業の掠り組みとは興なり 2つの嗣で積極的な対応が必嬰で

ある。

lつは対組合員との関係である。いままで地域の人工林化に公社・公開法林が大きな役割を果

たしてきた一方で，思11.1については倒人や集落によって造林が進められてきた。 i間伐事業をi市立

するには，このような制人や集務の森林を視野にいれて考えざるを得ない。森林組合としては，

いままで以上に組合践との関部そ密接にし問fえの実施の推進を行なう必裂がある。とくに，広域

合併組合の場合，森林組合と組合員との関部は希薄になりがちであるO 北{民間部森林組合は，村

向日IJの本ゆ?と香住支所，民坂・組京支所4をおいている。今後，本所のみならず支所もふくめて組

合員との間保をつくれるように変えてし、く必裂がある。

2つめには生政された間伐材を需要に結びつける活動を強化する必裂がある。 ;It担問部森林組

合の管内では間伐材ーを利用する専門的な製材業も少なく. f文出経費の削減によってnJJ伐材が市場

に111されてもそれを利用し得なL凡間伐材の生践を掲げる限り，森林組合みずから諮裂後っくり
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だし，森林組合の手で加工し販売していくか，あるいは，県中部地域の製材が集積している地域

に販売できるようにするしかない。このように森林組合の手であらたな需要先制調拓せざるを得

なL、。
jヒ{丘間部森林組合がかかえる第ニの諜J溜は，いままで組織してきた林業労働力の推持すること

である。

森林資源状態から今後必要な労{動力に対して現在森林組合が組織している作業班員でどの程度

の作業実行が可能かを推定すると，作業班員が不足する可能性がある。さらに，北担凶器1森林組

合の作業班員の就業構造の変化がおきつつある。すなわち，いままで冬季開の鱒づくりが出稼ぎ

と結びついたj訟で就業構造が形成されてきたが，締づくりが近代化され，冬期間の挙部的な労働

からjj長年労働に変化していることから林業労働への従事が減っていること，一方，出稼ぎをしな

いメンバーが冬場退職して受けている躍用保険が，給付されなくなる可能性がでできていること

から，森林組合がf句三間就労という形に殺林組合作業班の就業形態を変吏しなければならなくなっ

てきている。こういう点からは，森林組合が年制緩摘できる体制を作っていくことが求められて

いる。

3-2 一宮IIIT森林組合

3-2-1 地域の概要

一宮町は，兵隊燥の西部にあって穴製部に!識し，中間陵地の一角に位置している。 U1Jの面積は

213.64 knlでその約 93%が森林である。は11間部にありながら交通条件には窓、まれている。fl!JI*.Jを

29号線が通り， 穴架部の中心の山崎町へは 1411IDで、約 20分， LLJ崎インターから中国縦覧滋

を利用すれば姫路市へ約1l時間，神戸・大阪へ約 2時間の距離にある。

一宮町の産業構造をみると，昭和初年代前半までIIlJI々 の生活は農林業と季節的な出按ぎとで

成り立っていた。 しかし，昭和 30年代未ころから農林業や出稼ぎなどが先*Illりになる一万，小

規模な塩気製品の下請け工場が立地するようになり，さらに 40年代の始めには弱1磁気メーカー

の大型工場が設3之された。また，公共土:*事業の増加!は建設業への艇JFJ機会をもたらすとともに，

国道などの整備が進み，播磨工業地帯への遠距離通勤が可能となってきた。

また， 地i持政業として索魁製造が普及したことが出自される。諜舗の製造期間は 10J~ から 2

fiJの冬場に集中するため，業との兼業擁として急速に普及した。 昭和]60年で， IHJ内の 160

が投備を導入し製造に携わっている。

つぎに森林資掠と林業生産についてみよう O

穴柴君IHiJミ長官県内でもっとも人工林化が進み，用材育~ミ林業地帯として中核的な地域である。

-.'，.gll1Jはその中心的な位留にあたる。一宮町の森林の特徴は，第一に所有形態の中の生組森林組

合が占める都合が高いということである。町内の 39集瀦のうち 37築諮に生脱森林組合が設立さ

れている。これはIlIT内の民有林稲積 16，571haのうち 5，293haを点めている。第二の4寺徴は，
林の人工林帯がi高いことである。兵隊県全体の民有林人工林事が 38%であるのに対して一宮町

は70%に述しているo 主森林組合の場合で、も人工林化が滋んでおり， lJ，U:E人工林ネが 68%で

ある。第三三には県内のcj:Jでも早い時期から人工林化が進んでいるために，間伐jl;!Jを迎えるのが取

く，他の市町村より保育段階が先行している。

つぎに，宵林投般の現状をみると，一宮町では拡大造林の11寺Wlはほぼおわり現収造成された人

工林にどのような手入れそ行うかがj課題となってきている。新植樹績をみると， 昭和 40年代前

半まで年間 1，000haを}越えていたものが，その後，年々減少し，とくに昭和 60年代に入って 100

haを者IJり込んでいるo 11日和 62年には年間 71haにまで搭ち込み， そのうちf!i造材、は 19haで， t，広



大造林は公社・公開造林が 26haと多いものの，これも年々減少している(表 5)。また，育林作

業は森林組合が初.っており，そのシ品アは新植で 77%，下メIJで 57%に迷している。

--}j¥i耐えi百j積は年々地加している。昭和 62'rl~度実績で 824 haであり， とくに，生綴森林組

合の森林が 418ha と半数近くを 13iめている。これら生j議森林組合の[lr]伐の多くは何らかのjf~で森

林組合の手をへている。統計'J二，森林組合のシ且アは 37%説!変であるが，生践森林組合が実施

したものの多くが森林組合作業班によってになわれており，実際には 6害IJを越えるシェアがある

と考えられる。しかし，収入間伐は，入札によって立木処分されることが多く，森林組合は一般

素材業者との競争を余儀なくされている。

さらに，議材生産についてみると， I昭

和 62年の実織では，森林組合の諜材生

は国有林 3，972nf，民有林 4，962nfで

ある。…ヅf，議材生設業者は町内外での

を併せて 18，326nfである。 IHr内の

素材生産に眠れば，森林組合のシェアは

3割程度と考えられる。
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一宮町森林組合・森林巡成事業実綴の捻移
(慰{立:ha) 
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年度

3-2-2 森林組合事業の!議開

一宮Isr森林組合は， I昭和 37年に|日 5

ケ村の森林組合が合併しでできたもので

ある。昭和 38年には作業班が編成され，

巡-林，素材生躍の受託が可能になった。

また，公団・吟社法林の導入によって森

林造成事業が拡大したため森林総合の事

業は利用部門を中心に展開してきた。

しかし，地域の林業生践をみると，拡

大造林が一巡し，すでに述林したところ

は保育段掛から次第に矧伐段賠へと移行

してきている。

さて，一宮Ilrr森林組合のiほ益の事業部

門Yjl]j1持!JX;の推移をみると， 11百平日 50年度

から若干の増減があるもののi昭和 60年

度まで仲良してきた。また部門ごとの構

I~史上七率をみると，利用部prjが 50% をf1背

後しながら推移してきた。一方，販売部

門は昭和 53年泣から 58年度まで 20%

台に落ちているもののIlHfl]59年!立以降，

30%台にl回復している。 一方， II持斑部

門は拡大造林の減少からその比率を減少

させてきている(表6)。

このように部門別には大きな動きはみ

られないが，各事業ごとに見ると変化が

ある。まず¥ 新植からみると， 昭和 50
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林

の縮小をj京ざさえしている。現在，組合

利用部門に占める関有林関係の比本は，

新楠 12%，下山J8%，除伐 6%である《

このように拡大造林の減少によって利用

部門の内容が変化している。

次に素材生践についてみると，受託林

i躍は 2.000rri'でおおむね横ばいであり，

現自立生践ではシイタケ節水の取扱いがみ

られるが， この間に大きな変化がみられなL、。これに対して. [議有;f;j¥の林産事業の諮負強の変北

が50年代以降みられる。とりわけ昭和 57年度以降 2.000rri'以上の生践がみられ， しかも識的増

大傾向がみられる (表7)。販売部門のこの間の拡大は関有林の林産事業の請負と考えてよいと

!忍われる。

また，先にも述べたように間伐事業が森林組合によって取り組まれている。生藤森林組合のな

かで毎ー年間伐を行う組合は 5組合脱皮‘である。収入間伐が可能な条件はおおむね， 林齢が25年

生以j二，面積3ha0J二，搬出距離が 300mj;)J}ヲ，材積36-37rri'としている。しかし，条件のよ

い林分の場合素材業者との競争となり，必ずしも森林組合が受託するとは限らない。そのため，

森林組合の間伐は切り捨てになることが多く. )1文芸主耐で苦しい状況にある。

3… 2-3 作業斑の編成と現業職員制度の縦立

造林作業班は森林組合合併の溜年([1日手IJ38年)から町内で募集して組織づくりを行い始めた。

i昭和初年代には年 600haを越える新楠をおこなっていたが， m荘 100ha前後に縮小したこで，

造林作業班長iは41名であるO また作業服鈍の老齢化が進んでおり， 実働人数からいうと年々人

数が減少している。

さらに，J弱年総mの掛から，とくに 1月と 2月の就業場所の確部が問題である。このため森林

組合では， I詩辺の森林組合の作業令請負という形で就業のi劫を織保している O

次に林!宝作業班をみると， 作業班員は現tE15名であり iヨ給制をとっている。 これらの作業班

員のほかに，若手の林業技術者を総保するために「現業i段良市IJ夜Jが設けられている。現在8名

が;f;j¥j涯班とともに素材生成にあたっている。稼働日数をみると昭和 50年代後半から附加してお

り， その増加分は現業職員が担っている。 とりわけ昭和 57年から急増した国有林の林政事業の

消負は現業職員制度なしにはできなかった(表 8)。

現業職員fljljf:交についてもう少し詳しくふれておこう O この ilJiJJ交は，活いij~幹的な林業技術者の

宵成と雌保を I~I的に，昭和田年度から始められた。採用後はまず，林!立mEに所属し，林業技術

者としての技能を身につけることにしている。 待越は森林組合職員政の月給制としている。 3ら

に今様， 1職員の採用は現業l職員とし. I付染織践に欠誌が生じた場合には，現業職員のe[Jから;Qii抜
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臨時JllVTI

作業班人数の推移

巡林

3-2 4 一宮町森林組合の経営!諸問の特徴

以上，一宮町森林組合の経営!露関について述べて

きたο 金問森林組合の経営!盟関と同じように…宮町

線林組合においても，森林造成事業の減少のなかで

比較的基盤が合併さき初からあった林産事業へと頗斜

していく鎖向になっている。また，保育作業は下刈

などから枝打. f前伐作業へと進展していくとともに，

林産事業のなかでも間伐生産の比震が高まってきて

いる。一方，あらたな事業拡大の耐としては国有林

の林館事業の諮負がみられることが特徴となってい

るO

これらの事業を支えてきたのが作業斑組織であるが，なかでも新たに現業職員ilJIH交に組織され

た若手林業技術者は，森林組合の今後の事業腿掛jを支えるものとして議袈である。
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することにしている。昭和 55年に 2名を採用した

が， ぞれ以降 56年に 4名. 57 i:f:'.に l名， さらに

63年に 2名採用している。年齢は 20-30 縫合が

7名で 40駿台が l名である。給与の 3分の lは現

在. IllT認から補劫を受けている。
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北{現副部森林組合と…宮町森林組合の経営民間を比較しながら，同森林組合に共通するところ

と異なっているところを述べることによってまとめとしたL、
jiljj森林組合とも，森林造成事業をメインの事業として出発し，そのなかでも公社・公開@林の

よって経営を腿関してきた。これらの分Jl又造林が噂人怠れる背設としては，雨森林組

合の地i或とも生産森林組合やJ1lJの縁故使用地が多く存在していたことがあげられる。一宮IllT森林

組合の場合には，昭和 40年代に公社・公間造林のピークをむかえ，昭和 50年代に入ると急速に

減少する。それにたIして. ~t{江西部森林組合は. IllT単位の森林組合が合併することによって導入

地域が外延的に拡大することによって公社・公団造林を維持し続けてきた。このように雨森林組

合経営は. 1"利用担J森林組合の司王梁構造であり， 公社・公開法林が大きな役割を巣たしていた

ことが共通している。

このように， 雨森林組合にはおなじように事業展開後していたが，

見られるようになってきた。

1に， 昭和 50iドころから…営IlIJ森林組合は，拡大地林の縮小に対して， 作業内容母校打や

間伐に移行してきた。そのな受託先として生産森林組合があった。一宮町の生桜森林組合の所

有111林は，以前から人工造林がなされており，公社・公団による拡大造林が減少しつつあるとき

に間伐作業の実施が求められる時期であった。一方，北{E!間部綴林組合弘司務地域の生成森林組合

の森林にはの人工林が少なく， しかも間伐JVJを迎える森林もわずかであったため，間伐事業展開

の可能性が静かった。

第 2に，一宮町森林組合によって「手!jJIOQJ森林組合から「林j主主む森林組合への動きがみら

れることである。…営IIlT森林組合は，合併当初jより林政卒業を実施してきたが. IIHf[] 50 年以降，

めと会
4
山4 

i昭和 50"fころから迷いが
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民有林の林路事業の取扱いf誌は横ばいで推移してきた。これに加えて出l有林の受託生践を昭和

50"fころから開始し拡大してきた。 このことによって， 総i民益鍛に占める販売部門の比3杉は昭

和 62年Jtrには 38%となっていることである。

第3に，森林組合の経営組織，なかでも作業税について雨森林組合には逃いが見られる。

11り森林組合の作業班は専業イヒする傾向で推移しており，とりわけ現業職員制度は，制度的に専業

化の方向を打ち出したものである。このような専業化の傾向に対して，森林組合では年1mを通じ

て事業を確保するために周辺森林組合の事業を議け負うなどの努力安f子っている。これに対して，

Jt{旦西部森林組合の作業離は，…部をのぞいて出稼ぎとの兼業がゆ心である。 拡大造林や下刈作

業のように作業が特定の期間に集中的に現れる作業の場合には，兼業形態の作業班は経営上好ま

しい。北間西部森林組合の場合，このような兼業形態の作業班長を経営展開のなかで森林組合に

組織化するなかで事業展開してきている。

Summary 

111 this paper， trhe relationship between management of forest owners' association 

(FOA) and regional structure of forestry is discussed through the case of Hokutan-

seibu FOA and Ichinomiya-cho FOA in Hyogo prefecture. 

In the case of Hokutan山 seibuFOA the structure of its activities related to organiz-

ing of worker's squad clearly. 

As a result， in accordal1ce with the increasing of thinning activities in near future， 

to strengthen the relation of menbership in FOA and to find out the new market for 

thinning wood sill be needed. 

1n the case of Ichinomiya-cho FOA， main its activities are afforestation but the 

contents of job in its activities changed from planting and weeding to thinning and 

prunnmg. 

Activities on logging are also increasing gradually by the contracting for logging 

of national forest. 

1t is neccesarry to streugthen full-time employment on worker's squad to secure 

the labor force in this FOA. 




